
令和９年度版学習資料「一家に１枚」　企画案（応募用紙）



	１－１．テーマ名　及び　副題

	

	（英語表記）

	（略称）

	◇（テーマの説明）※１００字以内


	関連する科学技術領域（複数可）
1. 物理科学・工学領域
2．機械・電気（電子）技術領域
3．資源・エネルギー技術領域
4．情報・通信技術領域
5．生命科学・化学領域
6. いずれにも該当しない場合（右に自由記述）
※加点要素となるため、必須記載項目ではありません。該当する場合は右に記載ください。
	

	１－２．令和９年度に制作する理由＜参考資料添付可＞
※「政策上の意義」については、「当該テーマが探究・STEAM教育に資する」、「SDGsの達成に資する」といった一般的な事項ではなく、当該テーマについて我が国の政策文書において明示的に言及があるなど、可能な限り具体的な事項を記載ください。政策文書とは、法律や閣議決定文書、各省の有識者委員会の報告書等を指します。当該政策文書の抜粋等について、必要に応じ参考資料として添付してください。
※「「令和９年度」に制作する必要がある理由」については、「令和９年が国際○○年」や「ｘｘｘから○周年」など、「令和８年」や「令和10年」ではなく「令和９年」でないといけない理由を可能な限り具体的に記載ください。

	◇政策上の意義




	◇「令和９年度」に制作する必要がある理由（周年など）




	１－３．学校現場での活用想定＜参考資料添付可＞
※加点要素となるため、必須記載項目ではありません。

	◇想定する学年、教科、関連する単元・学習内容


	◇活用シーンの具体的想定
（例：授業導入で関心を喚起する、探究課題設定の材料とする、調べ学習の入口とする、教科横断の学習に用いる 等）




	◇特設サイト・動画等との連動方法
（例：ポスターでは入口のみ示し、詳細は特設サイトで補完する、動画を授業導入で使用する 等）




	２．監修チーム体制
※博士後期課程学生などの若手研究者については、所属末尾に＜若手＞と記載してください。
※科学技術コミュニケーションに関する知見を持つ者については、所属末尾に＜科コミ＞と記載してください。
※教育現場における知見を有する方、デザイン等に関する専門的知識を有する方については、所属末尾に（現役教師）（Webデザイン実務経験者）などの形で記載してください。
※略歴等に関し、公開されているURLがない場合、別途ご提出ください。

	役割（代表者、監修者、制作者　等）
	氏名または組織名
	現所属

	略歴等URL（researchmap等）

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	３．実施体制についての補足
（本企画の実施にあたり組織としての関与はどの程度あるかなど、制作を進める上での体制について上記以外の事項をご記入ください。）

	

	４.科学技術コミュニケーションに関する実績
監修チームのメンバーの、これまでの科学技術コミュニケーションに関する主要な実績をご記入ください（参考資料別添可）

	

	５.その他　特記事項
[bookmark: _Hlk168572916]※制作後の学習資料「一家に１枚」及び科学技術週間についての広報について、主体的な提案がある場合は本欄に記載してください。
※対象年齢の児童生徒を中心とした一般聴衆の意見を聞く機会、および意見の制作への活かし方について具体的な提案がある場合は本欄に記載してください。
※学校の教員にとって使いやすくする工夫について追加提案がある場合は、本欄に記載してください。

	



	６．連絡先（原則として監修チーム代表者または連絡担当者等の連絡先を想定しています）

	（組織名）
（部署名）
（氏名）
（電話）
（E-mail）


· 選考結果については、上記連絡先に連絡いたします。また、選考前に別途資料を求める場合もありますので、連絡先は必ず御記入願います。

